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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第６区分
【発行日】平成29年4月13日(2017.4.13)

【公表番号】特表2016-513607(P2016-513607A)
【公表日】平成28年5月16日(2016.5.16)
【年通号数】公開・登録公報2016-029
【出願番号】特願2016-503132(P2016-503132)
【国際特許分類】
   Ｂ６７Ｄ   1/08     (2006.01)
   Ｆ２５Ｄ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６７Ｄ    1/08     　　　Ｚ
   Ｆ２５Ｄ   11/00     １０２Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月9日(2017.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　飲料ディスペンサ装置（１２０１）であって、
　ハウジング（１１０）と、
　前記ハウジング（１１０）内に配置され、濃縮飲料をポンプで送り出すように構成され
ている複数の濃縮物ポンプ（３０５）と、
　前記ハウジング（１１０）内に配置され、濃縮香味料をポンプで送り出すように構成さ
れている複数の香味料ポンプ（３２１）と、
　前記ハウジング（１１０）内に配置され、炭酸ガスを供給するように構成されている炭
酸ガス供給源（３５６）と、
　前記ハウジング（１１０）内に配置され、前記炭酸ガス供給源（３５６）から前記炭酸
ガスを受け取って炭酸水を生成するように動作する冷蔵カーボネータ（３６０）であって
、外側絶縁ジャケット（３９１）と、前記外側絶縁ジャケット（３９１）の内側の同心円
状の真水貯蔵槽（３５５）と、前記真水貯蔵槽（３５５）の内側の同心円状の炭酸水貯蔵
槽（３９５）とを有し、前記炭酸水を供給するように構成されている、冷蔵カーボネータ
（３６０）と、
　前記濃縮ポンプ（３０５）、前記香味料ポンプ（３２１）、および前記冷蔵カーボネー
タ（３６０）から受け取った流体ストリームを混合するように構成されている分配ノズル
（２０００）と、
を備える、飲料ディスペンサ装置（１２０１）。
【請求項２】
　前記炭酸ガス供給源（３５６）と連通し、前記炭酸ガス供給源（３５６）内の炭酸ガス
の存在を検出するように構成されているタンクセンサ（１０１５）と、
　前記炭酸ガス供給源（３５６）の下流にある圧力調整器（３４１Ｂ）と、をさらに備え
る、請求項１に記載の飲料ディスペンサ装置。
【請求項３】
　前記炭酸ガス供給源（３５６）を前記飲料ディスペンサ装置（１２０１）に対して接続
・遮断するように構成されている迅速遮断メカニズム（３５１）をさらに備える、請求項
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１に記載の飲料ディスペンサ装置。
【請求項４】
　前記迅速遮断メカニズム（３５１）内に配置され、前記飲料ディスペンサ装置（１２０
１）内の過度の圧力を阻止する絞りメカニズム（３５２）をさらに備える、請求項３に記
載の飲料ディスペンサ装置。
【請求項５】
　前記冷蔵カーボネータ（３６０）が、タンクヘッド（３０００）を含む、請求項１に記
載の飲料ディスペンサ装置。
【請求項６】
　前記外側絶縁ジャケット（３９１）が、部分的に円筒の形状を有し、かつ、アクリルの
外層と、絶縁材料の内層とからなる、請求項５に記載の飲料ディスペンサ装置。
【請求項７】
　前記冷蔵カーボネータ（３６０）が、炭酸水再循環ループ（２０）を有し、
　前記炭酸水再循環ループ（２０）は、前記冷蔵カーボネータ（３６０）の下部から炭酸
水を引き出す前記タンクヘッド（３０００）における再循環浸漬管（３６７）から、再循
環調整器（３４１）、再循環ポンプ（３３１）へと延在し、水注入口浸漬管（３６６）を
通じて戻る、請求項５に記載の飲料ディスペンサ装置。
【請求項８】
　前記水注入口浸漬管（３６６）が、攪拌を増大するために前記水を加速するように構成
されたノズルを含む、請求項７に記載の飲料ディスペンサ装置。
【請求項９】
　前記冷蔵カーボネータが、前記炭酸水貯蔵槽（３９５）内に形成されたアイスバンク（
３８５）を含む、請求項５に記載の飲料ディスペンサ装置。
【請求項１０】
前記炭酸水貯蔵槽（３９５）が、前記外側絶縁ジャケット（３９１）内に配置されており
、前記外側絶縁ジャケット（３９１）との間に前記真水貯蔵槽（３５５）を画成している
、請求項９に記載の飲料ディスペンサ装置。
【請求項１１】
　前記炭酸水貯蔵槽（３９５）が、その内部で水と炭酸ガスとを混合するための加圧タン
クである、請求項９に記載の飲料ディスペンサ装置。
【請求項１２】
　前記真水貯蔵槽（３５５）が、前記炭酸水貯蔵槽（３９５）を取り囲み、
　前記真水貯蔵槽（３５５）が、水流入口（５０）、三方弁（３４１Ａ）、および充填ポ
ンプ（３２５）を介して水注入口（２）と連通する、請求項９に記載の飲料ディスペンサ
装置。
【請求項１３】
　前記水流入口（５０）が、前記外側絶縁ジャケット（３９１）を通じて前記真水貯蔵槽
（３５５）の下部へと延在し、
　前記水流入口（５０）が、前記真水貯蔵槽（３５５）内の前記水の循環を促進するため
の角度がついた穴であって、前記真水貯蔵槽（３５５）内で前記アイスバンク（３８５）
が不均一に形成されるのを防ぐ穴を含む、請求項１２に記載の飲料ディスペンサ装置。
【請求項１４】
　前記冷蔵カーボネータ（３６０）が、前記炭酸水貯蔵槽（３９５）に真水を供給するた
めの、前記タンクヘッド（３０００）における水流入口（３６４）を含み、
　前記水流入口（３６４）が、前記冷蔵カーボネータ（３６０）を通じて前記炭酸水貯蔵
槽（３９５）内へと延在し、
　前記水流入口（３６４）が、前記炭酸水貯蔵槽（３９５）内で攪拌を増大するために前
記水を加速するように構成された水ノズルを含む、請求項１２に記載の飲料ディスペンサ
装置。
【請求項１５】
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　前記冷蔵カーボネータ（３６０）が、前記真水貯蔵槽（３５５）および前記炭酸水貯蔵
槽（３９５）内に配置された複数の濃縮物コイルを含み、内部で濃縮飲料を冷却する、請
求項９に記載の飲料ディスペンサ装置。
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